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～運用指針として位置付け、ホームページで公開します～

　市の新型コロナウイルス感染症に関する対
策本部と連携し、感染症予防対策活動を支援
するため、２月29日（土）正午に「新型コロ
ナウイルス感染症に関する対策支援本部」を
設置しました。
　また、柏崎市議会として、拡大防止対策を
総合的かつ強力に推進するため、右のとおり
万全の対策を講ずるよう３月６日（金）に内
閣総理大臣などに対し意見書を送付しました。

ギカイのうごき

～市議会は対策支援本部を設置しました～
新型コロナウイルス感染症に関する意見書を国へ提出

政務活動費取扱要領を改定

　令和２（2020）年４月１日から政務活動
費の取扱要領を改定し、市民への説明責
任を果たすため、政務活動を行う必要性
や妥当性などを踏まえ、支出に関する基
準などを見直しました。
〔主な改定項目〕
・支出根拠書類の明確化
・政務活動と政務活動以外の経費について
案分による支出の規定
・情報公開に関する事項について規定（令
和２年度分の領収書から公開）

CHECK!

2

CHECK!

１

意見書の送付先（抜粋）
　内閣総理大臣・総務大臣・財務大臣・
　文部科学大臣・法務大臣・経済産業大臣・
　厚生労働大臣・国土交通大臣　など

１　検査体制の強化など医療提供体制の拡充・
強化を図ること

２　緊急経済対策を講じ、地域経済へ及ぼす影
響を最小限にすること

３　休業補償の拡充、雇用調整助成金の要件緩
和などの支援策を講ずること

４　子どもの安心・安全確保、感染拡大の防止
を図ること

５　国民の不安を払拭するために、適切な時期
に正確な情報を提供すること

６　地方公共団体が実施する新型コロナウイル
ス感染症対策への財政支援を行うこと

要望事項

政務活動費の取扱要領（運
用指針・手引き）はコチラ
から確認できます
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水 球 原 発

質 問 水球のまちでありながら、現在のプー
ルは通年利用できない。冬期間はアイスリン
クとして利用することは歓迎するが、プール
施設を通年型にする計画はあるのか。
……………………………………………………

回 答 冬期間の暖房能力不足などの設備の課
題や氷上スポーツにも配慮の必要があり、現
時点ではアクアパークのプール通年化は難し
く新施設も財政的負担が大きく厳しい。

質 問 脱炭素のまち「エネルギーのまち柏崎
３.０」では原発をどう扱うのか全く示され
ていない。2050年においても、まだ原発を
脱炭素化の選択肢と捉えているか。
……………………………………………………

回 答 柏崎刈羽原子力発電所で一番新しい７
号機は2037年に運転期間40年を迎える。国
が定める「原則運転期間40年」というルー
ルは当然守られるべきものである。

春川敏浩

　　水球のまちとし
てプール施設の通年
化の予定は

現時点において、県立アク
アパークの50メートルプー
ルの通年化は厳しい

他の
質問

公共交通「路線バス運行」のあり
方、移住・定住戦略の取り組み

星野幸彦

　　エネルギーのま
ち柏崎3.0で原発は
脱炭素化の選択肢か

国が定める「原則運転期間
40年」ルールは当然守ら
れるべき

他の
質問

子供の貧困対策

http://www.kashiwazaki-city.stream.jfit.co.jp/
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公共施設

除 雪

拉致問題

教 育

質 問 柏崎市公共施設マネジメントの総合的
な今後の取り組みについて伺う。
……………………………………………………

回 答 まず鵜川地区、西山地区における地元
協議を継続し、施設の適正配置を進める。他
の地区も、地区ごとの人口数や市民ニーズを
踏まえた施設の再配置を進める。未利用施設
は、計画的な取り壊しや無償譲渡、売却など
の利活用に向けた取り組みを進める。

質 問 今冬の記録的な少雪に対し、市道の除
雪業者を維持していくために、さらなる支援
策が必要ではないか。また、待機料に加えて
除雪基本料を設けることはできないか。
……………………………………………………

回 答 補正予算で追加工事を予定しており、
地域の状況に精通した担当除雪業者と契約を
行う予定。除雪基本料は、除雪体制の確保か
ら一定程度有効だが、今後研究したい。

質 問 拉致問題の風化が危惧される中、柏崎
の小中学校で行われる啓発活動が、児童生徒
の意識や行動の変容、世界の人権問題への関
心につながっているか伺いたい。
……………………………………………………

回 答 蓮池薫さんの講演を通して拉致の現
実、北朝鮮には自由や夢を持てる環境がない
ことを学び、被害者ご家族や首相にメッセー
ジを送るなどの行動が生まれている。

質 問 市全体を見渡したとき、将来のまちづ
くりを展望したとき、子供たちの幸せを考え
た教育は何かとしたとき、このままで良いの
か。統廃合を検討すべき時期では。
……………………………………………………

回 答 現在、地域から統廃合の要望は出てい
ないので、教育委員会も検討していない。今
後も地域の状況を注視して、地域や保護者の
声を聞きながら対応していく。

山本博文

　　柏崎市公共施設
マネジメントの今後
の取り組みは

持続可能な行政サービスを
目指してマネジメントに取
り組んでいきたい

他の
質問

柏崎市のスポーツ合宿

阿部　基

　　少雪に対応し待
機料に加え除雪基本
料を追加できないか

市の財政状況や県内他市の
動向を見ながら、今後、研
究していく

他の
質問

海の大花火大会

近藤由香里

　　拉致問題啓発は
児童生徒の意識や行
動をどう変えたか

日本と北朝鮮の違いを知り、
拉致被害者の帰国を願う行
動が生まれている

他の
質問

まち・ひとを支える生涯食育、
若い力を介護現場へ

重野正毅

　　小中学校の統廃
合の必要性の有無を
含めた見解を伺う

統廃合の目安は複式学級。
教育委員会では現在、統廃
合の検討はしていない

他の
質問

柏崎市教育大綱、柏崎市におけ
る新型コロナウイルス対策
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農 業

環 境

障がい・介護

障がい

質 問 新潟県平均圃場整備率は62.６％、柏
崎市平均圃場整備率は47.８％。圃場整備率
が県平均よりも低い数字の原因は。
……………………………………………………

回 答 平成27年度まで採択要件が受益面積
20ヘクタール以上だったことや、所有者全
員の同意が得られない場合があったことが要
因。現在、12地区で事業を実施し、令和12
年度には整備率が60％となる見込み。

質 問 レジ袋削減による二酸化炭素削減効果
は大きい。長い海岸線を持つ海のまち柏崎と
して海洋プラスチック問題にも貢献できる。
市民協働で「本気」で取り組むべきだ。
……………………………………………………

回 答 レジ袋削減はごみの問題だけでなく二
酸化炭素削減にも貢献する。削減効果を分か
りやすく例示し、取り組みの意義を市民が実
感できるよう工夫し積極的に働き掛ける。

質 問 65歳になると障がい福祉から介護保
険へ移行させられる。新たに発生する利用料
の負担軽減策が始まったが、多くの対象者が
利用できていない。当市の状況は。
……………………………………………………

回 答 平成30（2018）年時点での対象者が
未確定である。誠に申し訳ない。対象者と償
還額を４月までに確定し、５月には対象者に
通知し確実に償還するよう努める。

質 問 障がいのある児童生徒の家庭の経済的
負担軽減策として、柏崎市は通級のため児童
生徒に保護者が付き添う場合の交通費助成に
取り組むべきではないか。
……………………………………………………

回 答 既存の特別支援教育就学奨励費の通学
費に通級指導教室への通学費を含め、令和２
年４月１日から実施。財源は一般財源とし、
不足が生ずれば補正予算で対応する。

秋間一英

　　市内の圃
ほじょう
場整備

を阻害しているもの
はあるのか

中山間地域で大規模圃場整
備ができる地区が少なかっ
た

他の
質問

学校給食

三宮直人

　　ＳＤＧｓ宣言自
治体としてレジ袋削
減に取り組むべき

レジ袋削減市民運動を宣言
している。有料化を機に市
民に積極的に働き掛ける

他の
質問

情報産業の育成、職員の育成

樋口良子

　　障がいのある方
の介護保険へ移行後
の負担軽減の実行を

対象者が未確定で、個別通
知もされていない。至急、
確定作業を行い通知する

他の
質問

介護予防・生活支援サービス、
新型コロナウイルスの対策

飯塚寿之

　　障がいのある児
童生徒の保護者等の
経済的負担軽減策は

通級指導教室に通う児童生
徒の交通費助成を新年度４
月１日から行う

他の
質問

柏崎市手話言語条例の制定、
保育・子育て支援の人材確保
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子育て

原 発

教 育

エネルギー

質 問 里親制度は、全国的に社会的問題と
なっている児童虐待、貧困問題から子供を守
るための支援策の一つであるが、柏崎市の現
状や取り組み状況を伺う。
……………………………………………………

回 答 育児疲れ等を支援する子育て短期支援
事業の中で、里親の皆さまからは家庭的な環
境で子供を養育いただいている。市ホーム
ページ等を通じて里親制度の啓発を行う。

質 問 市は国土強靭化地域計画に原子力災害
に伴うリスクも視野に入れるとしている。避
難準備区域は、屋内退避が原則。住宅リ
フォーム助成制度の活用、拡充が必要では。
……………………………………………………

回 答 原発が立地する市として、原子力災害
を想定しない計画はあり得ない。住宅改築費
用の助成は国がやるべき施策。市独自に助成
する考えはないが、声は国へ伝える。

質 問 家庭は教育の原点であり、出発点。基
本的生活習慣や人に対する思いやりの心を家
庭から育んでいくことが、民主主義の根幹を
なしていくものと考えるがどうか。
……………………………………………………

回 答 主権者教育を保護者も含めた家庭教育
まで波及させるのは困難。子供たちが学校で
学んだことを家庭で話題にし、その大切さを
親子で話し合うことに期待する。

質 問 人材支援が実現すれば環境エネルギー
産業の構築に向けた取り組みに弾みをつけ、
脱炭素社会「エネルギーのまち柏崎３.０」
に向けて視界が開けるのではないか。
……………………………………………………

回 答 環境エネルギー産業の確立は重要な施
策である。資源エネルギー庁や環境省からも
「柏崎市地域エネルギービジョン」への取り
組みを支援したいと直接伺っている。

星野正仁

　　柏崎市の里親制
度の取り組み状況を
伺う

平成30年度に開始した子
育て短期支援事業の中で里
親との連携を図っている

他の
質問

高齢者が安心して暮らせるまち
への取り組み　ほか

持田繁義

　　放射線防護に住
宅リフォーム助成制
度の充実が必要だ

住宅改修の助成は国がやる
べき施策。市独自に助成す
る考えはない

他の
質問

被災者生活再建支援法の拡充、
原発再稼働の根本的な問題

相澤宗一

　　家庭内における
主権者教育をどのよ
うに考えているか

子供たちが学校で学んだこ
とを親子で話し合ってくれ
ることに期待する

他の
質問

プラスチックとの上手な
つき合い方

村田幸多朗

　　柏崎市地域エネ
ルギービジョン実現
に国の人材支援を

専門的知見を持った国家公
務員等の人材支援を国に要
望していく

他の
質問

中山間地域の農業施策
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議会広報広聴常任委員会
１月29日（水曜日）～30日（木曜日）

•東京都町田市
•埼玉県所沢市
　「議会の広報及び広聴について」

町 田 市
　若い世代の市議会に対する関心を高めるために、
積極的に地元高校生と意見交換会を開催している。
住民と議会の直接会話による交流と議員のスキル
向上に結び付く取り組みは参考になった。

所 沢 市
　市民の議会や政治への興味を高めるための議会
報告会、政策形成に対する住民意見反映のための
政策討論会、広聴広報マスコット「みみ丸」の考案・
作成など、多様な取り組みは参考になった。

まちづくり 健 康

質 問 今から100年後、とてつもなく繁栄し
た柏崎で、毎日幸せに暮らし、高邁(こうまい)
な精神で理想を掲げ「自己実現できる都市柏
崎」、そんな絵姿を描けないか。
……………………………………………………

回 答 日本のエネルギー政策を担ってきた本
市は、今後もエネルギー環境の変化に対応し
たまちづくりを進める。柏崎市地域エネル
ギービジョンは、その具体的な絵姿だ。

質 問 柏崎市には総合体育館や元気館がある
が、生活習慣病を予防・改善するための有効
活用について、市としてどのように考えてい
るか見解を伺う。
……………………………………………………

回 答 生活習慣病の問題は、予防を推進して
いく必要があると認識しており、市内各施設
と情報交換を行い、生活習慣病予防を含めた
事業を検討する。

荒城彦一

　　市長の考える柏
崎のまちづくり百年
の大計を伺いたい

エネルギーのまち柏崎とし
てエネルギー環境の変化に
対応したまちづくりを行う

他の
質問

コンパクトシティの形成

布施　学

　　生活習慣病から
派生する病気の予防
対策は

生活習慣病予防の視点を取
り入れた事業の実施を検討
する

他の
質問

人口減少問題シティセールスと
移住・定住　ほか
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次回発行は 8月5日
お楽しみに

議会広報広聴常任委員会
委員長　　佐藤正典
副委員長　布施　学
委員
三宮直人　重野正毅　樋口良子
星野幸彦　山本博文　近藤由香里
若井恵子　春川敏浩　柄沢　均

編集後記

　スマートフォンやタブレットで、いつでもど
こでも、気軽に市議会だより「ギカイのとびら」
を読むことができます。 Androidの方

■音声訳・点字訳の市議会だよりを
　ご利用ください
市役所１階福祉課障害福祉係へ
直接または電話・ファクス・E-mailで申し込
みできます
　0257-21-2299　　　　0257-21-1315
　fukushi@city.kashiwazaki.l g.jp

■市議会主催の
　意見交換会を中止します
５月に開催を予定していまし
たが、新型コロナウイルス感
染症の感染拡大防止のため中
止としました。

■無料アプリ「マチイロ」をご利用ください
iPhoneの方

日 月 火 水 木 金 土

5/31 6/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

　 　 　 　 　 本会議
議案説明・質疑・付託

　

　 委員会
産業建設・文教厚生・総務
（議案補足説明）

委員協議会
産業建設・文教厚生・総務

（論点整理）

本会議
一般質問

本会議
一般質問

本会議
（一般質問・予備日）

　

　 委員会
産業建設

委員会
文教厚生

委員会
総務

　
（委員会・予備日）

　 　

　 本会議
委員長報告・採決
議員発案

変更の場合はホームページでお知らせします。

※一般質問など本会議・委員会の傍聴はどなたでも自由にできます。
　本会議は午前10時に開会します。 議会傍聴をお待ちしています

６月 定例会議の予定

詳しくはコチラから
委員会の様子は
YouTubeでも見ることができます


